２０１２年３月３日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第４章３１～４２節

・勉強：第１章１、２８，２９、４６節、第２章５、７、８節
　バガヴァッド・ギーター第1章のタイトルは、日本語では「アルジュナの苦悩」となっています。

前回もお話ししたようにギーター全18章は、それぞれ18種類のヨーガを表しています。

ヨーガの霊的、哲学的な意味は合一（Union）であり、アートマンとブラフマン、信者と神（バクタとイシュワラ）の合一のことです。
ヨーガという言葉は目的である合一、およびそのための方法の両方を意味します。
ギャーナ・ヨーガ、バクティー・ヨーガ、カルマ・ヨーガは方法としてわかりやすいですが、「アルジュナの苦悩のヨーガ」というのは少し変わっています。苦悩も一つの道だというのでしょうか？
悟りと苦悩にどんな関係があるのか、分かりにくいかも知れません。
私がこのギーターの講義をするにあたって、いろいろな過去の注釈者の解説を調べてみましたが、この第1章「アルジュナの苦悩」というタイトルについての説明は、あまり見当たりませんでした。
アルジュナの苦しみ、悲しみ、落ち込みと悟りはどういう関係があるのでしょうか？

普通に考えれば、逆ではないでしょうか。
非常に苦しく悲しい時には、集中して瞑想する気が起らないのではないでしょうか。
そこで私の考えを言いますが、皆さん自分の経験を思い起こしてください。
我々信者は毎日神に祈りますし、人それぞれで一年に一回正月だけ祈るという人もいるでしょうが、祈りが本当に深くなるのはどのような時でしょうか？

現代人は神を求めることが少なくなり、お金があればほとんどの願いが叶うと思っています。

しかし心の平安はお金で手に入りませんし、それ以外にも心、体、人間関係が普通の方法で解決できない時、人は神に救いを求めます。

「苦しい時の神頼み」という諺がありますが、これを「深い苦しみにある時の神頼み」と言い換えるなら、信者に限らず誰もが経験しているのではないでしょうか。
泳ぎの得意な人がいましたが、ある時海で泳いでいると知らず知らずのうちに遠く沖まで流されてしまい、そのうち波も高く流れも強くなってきました。周囲には誰もいません。
彼は非常な恐怖を覚え、それまで神を信じてはいなかったのですが、心の底から神に助けを求めました。すると突然一匹のイルカが現われ、彼を海岸まで押し戻しました。
普通の人の日常の祈りは、心の底からの祈りではありません。
問題がある時こそ、我々は集中して神に祈ります。

もうひとつのポイントは、我々は書物よりも実際の経験からはるかに多く学ぶのであり、この経験に関しても、苦しみの経験から学ぶことのほうがより多いということです。

我々の希望は生活がスムーズであることで、苦しみ、悲しみを求める人は誰もいませんが、実際の生活においては、期待に反して必ず問題や困難にぶつかります。

しかしこの問題や困難は決して無駄ではなく、そこから我々は学びます。
このように苦しみには2つの意味があり、ひとつは神への祈りを深める、もうひとつは考えさせ学ばせてくれるということです。問題がないと人は自己成長できません。

これが第1章が「アルジュナの苦悩のヨーガ」であることの説明です。

第1章1節を見て下さい。
ドリタラーシュトラは盲目の王であり、サンジャヤは彼に使える大臣でした。
王は彼の息子であるドゥルヨーダナの属するカウラヴァ族と、自分の弟であるパーンドゥの息子アルジュナの属するパーンダヴァ族、この二つの一族の間の戦いがどうなっているかが気になりました。
マハーバーラタの作者であるヴィヤーサの恩寵によって、大臣のサンジャヤには遠隔透視の超能力があったので、宮殿にいた王は彼に戦場の様子を描写させました。大臣サンジャヤは語り始めました。

戦場となっているクルクシェートラは、過去に多くの儀式が執り行われた神聖な場所でした。

開戦前に自分自身も王である至高者クリシュナは戦いに参加しないと言い、自分の所有する軍隊をカウラヴァ族に与え、自身は友人でもあるパーンダヴァ族の有名な戦士アルジュナの求めに応じて、彼の馬車の御者を引き受けました。昔の戦いには約束事があり、開戦の時間も何処で何時からと事前に決まっていました。戦いが始まるまでにまだ時間があったので、アルジュナは馬車を対峙する両軍の真ん中に進めるようにクリシュナに求めました。

そして両軍のメンバーを見ると、そこにはアルジュナにとっての親戚である叔父、祖父、兄弟、義弟、義父、そして親しい友人、などの見知った顔がたくさんありました。

戦いの結果、これらの親しい人々が互いに殺し合い、大勢死ぬことになります。

これを見たアルジュナは苦しみ、悲しみ、混乱しました。

アルジュナたち兄弟の母親であるクーンティ妃の有名な祈りがあります。
「神様、私は喜びや順調な生活はいりません。苦しみ、悲しみをお与えください。それがないと貴方を忘れそうになるから」。

アルジュナは苦しみ、恐怖、混乱、幻惑にとらわれましたが、彼は普通の戦士ではありませんでした。

聖典を学び道徳的で、霊的で、神、聖者、先輩を尊敬し、慈悲深く知恵がありました。

たとえば彼の兄弟であるビーマには力はありましたが、アルジュナのような資質はありませんでした。
クリシュナから最も愛されていたアルジュナの苦悩は、普通のレベルの苦悩とは違います。
苦しみ、恐怖、混乱、幻惑はアルジュナの心の状態ですが、その時彼の肉体にはどんな印が現われたでしょうか？２８、２９節を見て下さい。
悲痛の思いに駆られ、アルジュナはこのように申しました。『おお、クリシュナ様！血縁の人々が互いに敵意を燃やし、今にも戦おうとしているのを見ますと、

私の手足は震え、口がカラカラになり、身体中に震えが走り、身の毛がよだってしまいます。

これが肉体に現れる印についての描写ですが、心の苦悩に戻ってひとつずつ説明します。
「苦しみ」
　戦いが始まると、親戚、友人などの親しく仲の良い人々を殺してしまうことになります。

そして強力な戦士であるアルジュナにはそれが可能だったので、苦悩したのです。

「恐怖」
　　　敵対する陣営にも強力な戦士がいました。たとえばドローナは武器の達人で、アルジュナの武術の師匠でもありました。またアルジュナの祖父のビーシュマも高名な戦士で、彼らを打ち負かすのは容易ではありませんでした。更に人を殺すことは罪を犯すことであり、それによって地獄に行くかもしれないことをアルジュナは恐れたのです。
「混乱」
　聖典は暴力を戒めていますが、暴力の一番極端な形は人を殺すことです。今人を殺さなければならない状況に直面して、アルジュナは困惑します。
通常は強く禁じられている暴力ですが、聖典の中にも相手を殺すことが許される例外として、６つのケースが挙げられています。どのような場合には、殺人も罪にはならないのか。
この例外的に殺してもよい相手のことを、サンスクリット語でアタタイ（Atatayi）と言います。

１００％正確に対応している言葉ではありませんが、英語ではAssassin（暗殺者）に当たります。

（1） 家ごと焼き殺されそうになった時

　　　　ドゥルヨーダナはパーンダヴァの兄弟たちを殺す目的で、家に火をつけようとしました。
（2） 毒殺されそうになった時

　　　　ドゥルヨーダナはビーマを毒殺しようとしました。
（3） 富や金を盗まれそうになった時

（4） 武器で殺されそうになった時

（5） 土地を強奪されそうになった時

（6） 妻を奪われそうになった時

アルジュナはこの６つの例外を知っていたのですが、誰に対しても暴力はよくないという考えがあまりにも強かったので「混乱」したのです。ドゥルヨーダナは大勢の人の前でパーンダヴァ兄弟の妻ドラウパディーを辱めたので、兄弟は復讐を誓いましたが、アルジュナはそれを忘れていました。これが「混乱」の一例です。

最後に「幻惑」ですが、これが一番大きな問題です。
「幻惑」

幻惑にとらわれると感傷的になり、自分の義務が何かわからなくなります。ドゥルヨーダナ側はパーンダヴァを大いに苦しめました。前にも述べたように、アルジュナたちは復讐を誓いましたが、戦士であるクシャトリヤの復讐と我々普通の人間の復讐とは違います。
クシャトリヤが復讐を誓った場合、それは自分が亡くなっても果たさなければなりません。
クシャトリヤの誓いは特別なのに、アルジュナはそれを忘れました。
さらにクシャトリヤのカーストには義務があり、それは人々を苦しめている悪人を打ち破ることです。アルジュナは自分の誓いも義務も忘れてしまいました。４６節を見て下さい。
ですから、ドリタラーシュトラ王の息子達が、たとえ武器を手にして私に打ちかかってきたとしても、私は武具を外して抵抗せず、ただ黙って戦場に立っている方がいいのではないでしょうか』と。

このような態度は僧侶、出家者の態度であり、家住者の態度ではありません。

聖書にも「誰かがあなたの右の頬を打つなら、左の頬をも向けなさい」とありますが、聖書の中のイエスの教えの大部分は、家住者のためのものではありません。家住者がこの教えをそのまま実践すると、生きていけません。現代のキリスト教国の大部分が行っていることは、イエスの教えの正反対です。「山上の垂訓」などはイエスと親しい弟子達のためものであり、聖書を学ぶ場合は注意しなければなりません。アルジュナの場合、彼は出家ではありません。彼はクシャトリヤのカーストに属しているので、この無抵抗という考えはとてもおかしいのですが、これが「幻惑」なのです。

第２章５節を見て下さい。

　師と仰ぐ偉大な方々を殺すくらいなら、私はむしろ乞食になって暮らす方がましです。なぜなら、もし私があの方々を殺したならば、私の手にする富も財もみな血で呪われることになるからです。

クシャトリヤのアルジュナが戦うことをせずに、他者から施しを受けるのはとてもおかしなことです。
幻惑されて感傷的になり、自分の義務、誓い、職業を忘れたのです。
我々の性格の中には善なる部分（Good Nature ,Higher Nature）と、悪なる部分（Evil Nature ,Lower Nature）の２種類が混在しています。
マハトマ・ガンジーは「バガヴァッド・ギーターは従兄弟間の戦いではなく、我々の性格の中の善の部分と悪の部分との戦いの物語である」と言いました。「知識と無知の戦い」とも言えます。

前にも話したように、アルジュナは我々のシンボルです。このアルジュナが直面している問題は、彼一人の問題ではなく、我々の問題でもあります。ギーターが成立した２０００年前も現代も、人間の心を悩ます問題は変わりません。国が違っても変わりません。

混乱したアルジュナは自分が何をなすべきかがわからなかったので、心の底からクリシュナに救い、助言を求めた結果神と深くつながるようになり、この神とつながった状態がまさにヨーガです。
アルジュナはとても賢い人だったので、彼の苦悩は我々常人のそれよりもはるかに深く、したがってクリシュナに対する祈りも深く、神とのつながりも非常に強かったのです。

第２章７，８節を見て下さい。
私は心の弱さゆえに平静さを失い、義に叶う道がわからず、迷っています。あなた様の弟子として絶対服従いたしますので、どうぞ私に最善の方法をお教え下さい。

たとえ地上に富める王国を持ち、また天界の神々を支配するほどの力を持ったとしても、私のあらゆる感覚を麻痺させてしまうこの心の悲しみを追い払うことができませんので。』と。
ヨーガは神とつながっている状態であり、「アルジュナの苦悩」はこの意味でヨーガなのです。
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